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皿.民 族 文 化 の 因 子 分 析

大 林 太 良*
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1.は じ め に

 われ わ れ は,中 間 報 告 に お い て,150文 化,100要 素 の資 料 を ク ラス タ ー分析 し,つ

いで 同 一資 料 を因 子 分析 した。 この 二 つ の 分析 の結 果 の 比 較 は,こ の 種 の比 較 が 有 望

な こと を示 して くれ た 。 因子 分 析 の 諸 結 果 は,ク ラスタ0分 析 に よ って 得 られ た 樹 状

図 を検 証 し,ま た ク ラス タ ー分 析 に お け る若干 の 疑 わ しい結果 に新 た な光 を投 ず る こ

とを可 能 に した[OBAYASHI l987]。 この経 験 に力 を得 て,わ れ われ は 本研 究 に おい

て も,ク ラス タ ー分 析 の 結 果 を,同 一 デ ー タの 因子 分析 の結 果 に よ って検 証 す る こ と

を試 みた1)。

 ここで,本 共同研究における因子分析の結果に入る前に,因 子分析について,一 言

説明しておこう。

 因子 分析 に つ いて は,一 般 に膨 大 な量 の情 報 を少 数 の 因子 に ま とめ るの に 用 い られ

て い る。 マ ー ドックの 防7♂4E伽097ψ 肋3砺 ψ16[MURDOCK l 957]や,か れの

*東 京大学教養学部

1)ク ラスター分析 と因子分析 との最 も顕著な相違点 の一つ は,前 者において は項目(文 化ある

 いは要素)は,1回 しかあらわれず,か つ確定 した位 置を 占め るが,こ れにたい して後者 にお

 いては,1項 目はい くつ もの因子にあ らわれることであ る。た とえば,今 回の研究 においては,

 Rengma Naga文 化 は,文 化のクラスター分析による樹状図では ナガ��ンタニ ャール�ｬ ス ン

 ダ区分だけに しか登場 しない。反対に,因 子分析においては,こ のRengma Naga文 イヒは,同

 時 に因子1の 強群に も,因 子5の 弱群に もあ らわれるのである。

  因子分析 は,と きにはクラスター分析 により,あ る項 目の位 置づけの仮説的な性格,さ らに

 はあやま った位置づ けを示唆す ることがで きる。1例 をあげれば,ミ クロネシァのMajuro文

 化 はクラスター分析 では残余区分 にいれ られたので,ミ クロネ シア亜群にはい っていない。上

 にのべたように,こ の奇妙な位 置づけは,利 用された資料が不十分だ ったことによるもの らし

 い。事実,Majuro文 化 は,因 子分析において は因子3の 強群の10位 を 占め,か く して ミクロ

 ネシア,ポ リネ シァ諸文化のなかに位 置づけ られているのである。
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E伽09噸 肋 癬1ω[MuRDocK 1967]も,と もに さ まざ ま な人 類 学 者 に よ って,繰

り返 し因子 分 析 され て きた[SAWYER �.riC1 1,EVINE l 966;DRIVER �.riCl SCHUESSLER

1957;SMITH and CRANo l977;ERIcKsoN l977]。 そ れ らは,6個(Driver,

Schuessler)か ら14個(Smith, Crano)に 至 る数 の,少 数 の 因子 に 全 体 を 整 理 した点

と,そ れ ら因 子 中 に,農 耕 の 因 子,社 会 的 成 層 の 因子 な ど常 連 と もい うべ き因子 がふ

くまれ て い る点 に お いて 一致 して い る。

 われ わ れ の 因子 分析 も,こ れ らの 伝統 的 な因 子 分析 と本 質 的 に異 な る もの で は な い。

ふ つ う,因 子 分析 は文 化 よ り も,文 化 要 素 を 対象 に お こ なわ れ る。 わ れ わ れ が お こ な

った よ うな,こ の 方 法 を 民族 な い し文 化 の 分類 に 用 い た例 は,ド ラ イヴ ァー と シュス

ラ ー(Schuessler, K.F.)の 先 駆 的 な試 み[DRIvER and SCHUSSLER 1957]が あ る

も のの,一 般 的 に い って 異 例 で あ る。

 さて,文 化 要 素 で は な く,民 族 な い し文 化 を単 位 と して 因 子 分析 した 場 合,因 子 に

よ って 整理 され た諸 文 化 の 表 は,対 極 的 な構 造 を示 して い る。 あ る 因 子 の一 方 の 極 に

位 置 す る諸 文 化 は,他 の極 に 位 置 す る諸 文 化 と対 照 を 示 して い る。 ふ つ う,"正"の

高 い 数 値 に よ って 特徴 づ け られ た諸 文 化 が,そ の 因子 の 一方 の極 を 占 め,他 方"負"

の 高 い数 値 に よ って 特徴 づ け られ た諸 文 化 が他 方 の 極 に な らん で い るの で あ る。 わ れ

わ れ は,前 者 を《強群 》,後 者 を 《弱群 》と よぶ こと に した い2)。 私 は,恣 意 的 に,強 群,

弱群 と もに,上 位10文 化 を も って,そ の 群 を代 表 させ る こ とに き め た。 この 最初 の10

位 の文 化 の検 討 に よ って得 られ た 像 を検 証 す るた めに,次 位10文 化,つ ま り11位 ～20

位 まで の 文 化 も参照 す る こ とに した(表2-1,2-2)。 同一 群 の諸 文 化 は地 域 的 に集

合 す る傾 向 があ り,あ る因子 の 強 群 は,弱 群 と はか な り対 照 的 な分 布 を 示 して い る。

2)1因 子の両端が対照をなす対をつ くり,二 つの地域間で文化類型の対照を きわだたせ ること

 は全然知 られていなか ったのでは な い が,民 族学の文献に現われた因子分析では,ま れ に利

 用 されるだけであ った。た とえば,ス テ ユワー ト(stewart, Robert A・c・)とジ 。一 ンズ(Jones,

 Kenneth J・)は,テ クスタ0(Textor, R.B.)[1967]の 『通文化的要約』 に集成されたデータの

 因子分析 をお こない,12因 子をえた。そのうち,4因 子は特定地域 との結びつ きを示す文化複

 合ない し文化類型であって,各 因子に正の上位の数値(わ れわれの用語で は強群)の 項 目の1

 つに地域 的な結びつ きの項 目がはい っている。つまり,因 子2《 父中心家族》は,環 地 中海的

 な分布をもち,因 子3《 熱帯 雨林文化》はマラヨ=ポ リネシア(オ ース トロネ シア)諸 族によ っ

 て代表 されている。因子6《 地位は職業によって決定》は,東 南アジアの高文化諸族 によ って

 代表されている。因子8《 北米部族文化》 は,そ の名称のとお り,北 アメ リカに分布 している。

 これ らの因子は強群 が地理的な偏 りを もつ のに反 し,弱 群(つ ま り負 の高い数値をもつ他方の

 極)は,同 様な地理 的結びつ きを示 さないのである。唯一 の例外は因子8で あ って,そ の弱群

 はニジ ェルニコンゴNiger-Congo語 族との結びつ きを もち,ア フ リカに分布 しており,こ うし

 て この因子は地域的 に対照的な対をな しているのである[S鴨wART and JoNEs 1972]。 けれど

 も,対 照的な対 は,特 定の限定 された地域 における諸文化 の因子分析 においては,き わめて明

 瞭に現われ る。 ドライヴ ァーとシュス ラーがお こなったカ リフォルニア北西部の諸民族の因子

 分析はそ の例であ って,対 照的な対をなす6因 子をえたのであった[DRIVER 穩iCl SCHUESSLER

 1957]。
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所与の1群 を特徴づける諸文化要素は,ま とまった全体をなしており,こ れは文化複

合とよぶことがで きる。杉田は,各 群50文化に特徴的な諸要素を検出した。私は,1

群の特徴を知るために,恣 意的に,頻 度のもっとも高い10要素(10位 が複数の要素で

占められている場合には,プ ラスアルファ)だ けを採用することにきめた。次位の10

要素は,最 高位10要 素で得られた結果を,よ り正確に規定 し,検 証す るために参照さ

れた。附言 しておきたいことは,若 干の要素はほとんど遍在的であって,さ まざまな

群に出て くることである。いくつかの例を挙げれば,ブ タ飼育,方 形家屋,土 葬がそ

れである。ある因子の,強 群と弱群の文化的対照は,こ れ ら共通要素を差 し引いてみ

たとき,よ り明確になるのである(表2)。

 中間報告においては,わ れわれは5因 子を得たが,今 回は6因 子を得た。どちらの

研究においても,因 子1は,ほ とんど全 く正の数値の文化だけで構成されている,と

いう点において例外的である。中間報告では,負 の数値の文化は全 くなく,今 回の研

究では,負 の数値の文化は二つに過ぎなかった。この因子1に 反 して,中 間報告にお

いても今回の研究においても,そ の他の因子は負の数値の文化を多数含んでいる。今

回の研究では,因 子2～6で は,負 の数値の文化のほうが正の数値の文化よりも多い

のである。

2.結 果

因 子1 強群

 因 子1の 強 群 は,東 南 ア ジァ の穀 物 栽培 民,つ ま り,Lio, Bunun, Tsou, Saisiat,

Subanun, Paiwan, Eastern Toradja, Rukai, Endehな どに よ って代 表 され て い る。

メ ラネ シア の根 栽 栽 培 民 の若 干 が,30位 以 降 に現 わ れ始 め る。

 この群 を特 徴 づ け る文化 要 素 に よ って,そ の 文 化 的輪 郭 を知 る こ とが で きる。 つ ま

り,ブ タ,ニ ワ ト リ,焼 畑耕 作,婚 資,土 葬,雑 穀栽 培,物 々交 換,酒,陸 稲 栽 培,

方 形 家屋,武 器 と して 用 い られ る槍 で あ る。 これ を 補 足 す る要 素 の な か に は,タ ロ イ

モ,掘 棒,狩 猟 用槍,狩 猟 用 弓矢,ベ テ ル 噛 みが 含 ま れ て い る。

因 子1 弱 群

 因子1の 弱 群 は,主 と して 採集 狩 猟 民 と,オ セ アニ アの 栽 培 民 と東 南 ア ジ ア高 文 化

の 代 表者 な ど との奇 妙 な混 合 か ら成 って い る(Tobi, Moken, Tiwi, Walbiri, Groote

Eylandt, Uvea, Ungarinjin, Tasmanian, Mimika, Andamanese)。 この異 質 性 は恐
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ら く,こ の 群 を 規 定 す る否 定 的 な性 格,つ ま り非焼 畑 穀 物 栽培 民 的,と い う性 格 に 由

来 す ると思 わ れ る。

 この群 の 文 化 要素 は,上 位10民 族 の顔 ぶ れ か ら予 想 され る採 集狩 猟 民 の もの よ り も,

む しろオ セ ァ ニ ァ栽 培民 に よ く対 応 す る。 つ ま り,方 形 家 屋,や す,土 葬,こ ん 棒,

武 器 と しての 槍,地 炉,単 式 釣 りば り,婚 資,シ ン グル ア ウ ト リガ ー ・カ ヌ ー,一 夫

多 妻 婚 で,こ れ に続 く要 素 に はタ ロイ モ,掘 棒,帆,炊 事小 屋 な どが あ る。 この 文 化

的 輪 郭 は,二 つ の 理 由で 説 明 で きよ う。

1) わ れ われ の 文 化 要素 表 中に は,採 集 狩 猟 民 的 文 化 要 素 は わず か しか な い。

2) 採 集 狩 猟 民 は,弱 群 の50民 族 中の わ ず か しか 占 めて い な い。

 この 因 子1と は 異 な り,以 下 の諸 因子 は,も っと釣 り合 い の とれ た対 照 的 な対 の 構

造 を示 して い る。

因 子2 強群

 因 子2の 強群 は主 と して ポ リネ シア諸 文 化,そ して,よ り少 な い程 度 に お い て ミク

ロ ネ シア諸 文 化 か らな り,そ れ に メ ラネ シア諸 文 化 の 少 数 が加 わ って い る。 つ ま り,

Ellice, Tokelau, Santa Cruz, Tikopia, Futuna, Rossel, Samoa, Gilbert, Ulawa,

Mangarevaで あ る。 その 文 化 内 容 は,タ ロ イ モ,地 炉,方 形 家 屋,や す,ブ タ,地

上 家 屋,パ ン ノ キ,切 妻 屋 根,土 葬,掘 棒 で あ って,こ れ に シ ングル ア ウ トリガ ー ・

カ ヌー,単 式釣 りば り,帆,文 身,ヤ ム イモ,ホ ラ貝 が続 いて い る。

因子2 弱群

 因 子2の 弱 群 は主 と して 東 南 ア ジァ か ら華 南 に か けて の高 文 化 や亜 中核 文 化 に よ っ

て代 表 され て い る。 つ ま り,White Tai, Burmese, f Southern Toradja, Balinesc,

Black Tai, Achang, Akha, Laos Thai Yao, Monで あ って,こ れ にLisu,

Cambodian, Palaung, Muongな どが続 い て い る 。

 これ ら諸 族 の 文 化 的輪 郭 が,水 稲 栽培 に よ って 特 徴 づ け られ て い る こ とは,以 下 の

諸 要 素 の示 唆 す る と ころで あ る。 つ ま り,ニ ワ トリ,水 稲,木 綿,金 属 製 飾 り輪,酒,

竹 籠,土 葬,ウ シ,ブ タ,婚 資 で あ る。 これ に 続 く諸 要 素 に は,焼 畑 耕 作 文 化 の 要 素

もふ くまれ て お り,雑 穀,水 牛,陸 稲,牛 類 の 供 犠,高 床 家屋 な どで あ る。

 この よ うに して,因 子2は,ポ リネ シァ と ミク ロ ネ シア の根 栽 栽 培(強 群)を,東

南 ア ジア,華 南 の 水稲 栽 培(弱 群)に 対 立 させ て い る。
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因子3 強 群

 因子3の 強 群 は,主 と して ミク ロ ネ シア諸 文 化 にポ リネ シア諸 文 化 の若 干 を まぜ た

もの か ら成 り立 って お り,わ れ われ の 表 の下 位 の ほ うで若 干 の イ ン ドネ シア,そ の 他

の 文 化 が これ に加 わ って い る(Woleai, Satawa1, Namoluk, Ifaluk, Truk, Gilbert,

Ulithi, Society, Tongareva, Maj uroな ど)。

 この 群 の 文 化 的輪 郭 は,以 下 の 諸 要 素 の集 合 に よ って示 され る。 切妻 屋 根,方 形 家

屋,土 葬,単 式釣 りば り,地 上 家 屋,炊 事 小 屋,シ ングル ア ウ トリガ ー ・カ ヌ ー,腰

巻,ニ ワ ト リ,や す,タ ロ イ モ,帆 で あ って,こ れ につ づ くの は,こ ん棒,地 炉,文

身,松 明 漁,世 襲 的 階層,世 襲 的首 長 制 な どで あ る。

因子3 弱 群

 因 子3の 弱群 は,主 と して ニ ュ ーギ ニ アの パ プア系 諸 文 化 か ら な る。 つ ま り,

Faiwolmin, Baktaman, Seltaman, Purari, Kwoma, Asmat, Nimo, Malekula,

Iwam, Daniな どで あ る。 パ プ ァの 優 越 は30位 まで つ づ く。

 この 群 の 文化 内容 は,以 下 の 要 素 に よ って 特 徴 づ け られ る。 つ ま り,タ ロ イ モ,父

系 出 自,父 方 ・夫 方 居 住,掘 棒,婚 資,一 夫 多 妻 婚,武 器 と して の槍,貝 製 飾 り輪,

物 々交 換,ヤ ム イ モ,焼 畑 耕 作,狩 猟 用 弓矢 で あ る。 これ ら諸 要 素 は高 床 家 屋,男 子

家 屋 な どに よ って お ぎ な われ て い る。

 パ プ ア系 諸族 に帰 せ られ る この 文 化 内容 の等 質 性 は,い わ ゆ るパ プ ア語 が た がい に

異 な った い くつ もの語 族 か らな る こ と[WURM 1971;1972;1975;1978]を 考 慮 に

入 れ る と,そ れ だ け に い っそ う大 きな驚 きで あ る。 この等 質 性 は,ニ ュー ギ ニ アに お

け る文 化 交渉 の さか ん な こ と と,そ れに よ って生 じた 平 準 化 に帰 す べ き もの で あ ろ う。

 いず れ に せ よ,因 子3は オ セ ア ニ ア根 栽栽 培 民 文 化 に お け る類 型 の 対 照,つ ま り ミ

ク ロ ネ シ ア ・ポ リネ シ ア型 とパ プ ア型 の対 照 を しめ して い る。 この 対 照 は これ ら両 類

型 それ ぞれ の 文 化 的複 雑 度 にか か わ って い る。つ ま り,ミ ク ロネ シァ ・ポ リネ シア型

は,パ プ ア型 よ り も複雑 度 が 高 い ので あ る。

因子4 強 群

 因子4の 強 群 は,主 と して 華 南 の諸 族 か らな り,そ れ に 若 千 の メ ラネ シア,イ ン ド

ネ シア諸 族 が くわ わ って い る。 つ ま り,Pai, Lau(Malaita),貴 州Miao, Lolo,

Choiseul, Negri Sembilan Malay, She, Achang,広 東 ・広 西Yao, Puyiで あ っ

て,こ れ に続 くの は,タ イ語 系 諸 族,東 南 ア ジァ の高 文 化 諸 族 で,そ れ に メ ラネ シア ・
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ポ リネ シ アの若 干 の諸 族 が くわ わ って い る。

 この よ うな民 族 的 な異 質 性 に もか か わ らず,こ の群 は華 南 諸 族 の 亜 中 核 的 モ デ ル に

よ く対 応す る文 化 的 内 容 を示 して い る。 つ ま り,婚 資,ブ タ,父 方 ・夫 方 居 住,0夫

多 妻 婚,ウ シ,土 葬,父 系 出 自,焼 畑 耕 作,方 形 家 屋,サ ツマ イ モ,ニ ワ ト リで あ る。

これ に つづ く要 素 は,物 々交 換,水 稲,職 業 的祭 司,ベ テル 噛 み,酒 な どで あ る。

 焼畑 耕 作,水 稲 耕 作,家 畜 飼 育,物 々交換 をい とな み,華 南 に住 む と い うの が この

群 の 理念 型 をな して い る よ うに 思 え る。

因 子4 弱 群

 因子4の 弱 群 に属 す る民 族 の 大 多 数 は,東 南 ア ジァ 島 喚 部 の栽 培 民 で あ る。 つ ま り

Iban, Semang, Eastern Tora(ij a, Kayan, Penan, Land Dayak, Banggai, Menta-

weian, Atayal, Bagoboで あ って,こ れ につ づ くの は,ア ッサ ム 山地 民 と台 湾諸 族

の混 成 で,イ ン ドシナの モ ンタ ニ ャ0ル な ど も加 わ る。

 上 位10文 化の なか に,森 林 採 集 狩猟 民 の2種 族(Semang, Penan)と,根 栽 栽 培 民

の2種 族(Banggai, Mentaweian)が ふ くま れて い る。 この こと に よ って,上 位諸 文

化 中の 穀 物 栽培 民 の 占有 率 はか な りせ ば め られ る。 この 群 の 文 化 内容 は,以 下 の よ う

な特 徴 を示 して い る。 つ ま り,武 器 と して 用 い られ る槍 ニ ワ トリ,腰 巻,狩 猟 用 の

槍,ブ タ飼 育,は ね わ な,焼 畑 耕 作,魚 毒 漁,ふ ん ど し,土 葬,掘 棒,耳 朶 穿 孔,方

形 家 屋 で あ り,こ れ に 雑 穀,わ な,笙 な どが つづ く。

 この文 化 内容 は,狩 猟 や 漁携 へ の依 存 度 の 高 い栽 培 民 の 生 活 を示 唆 して い る。 要す

るに,因 子4は 華 南 の亜 中核 諸 文 化(強 群)と 東 南 ア ジ ア 島喚 部 の 狩 猟=栽 培 民(J臠er-

Pflanzer)諸 文 化(弱 群)と の 間 の 文 化 的対 照 を 明 らか に して い るの で あ る。

因子5 強 群

 因 子5の 強 群 は,主 と して 亜 中核 型 の イ ン ドネ シ ァ 諸 文 化 か ら な る。 つ ま り

Acheh, Gorontalo, Manggarai, Malay, Re(勀ang, Nias, Aru, Minangkabau,

Iatmul, Chamの 諸 族 で,こ れ に続 い て, Cambodian, Burmese, Monな どの東

南 ア ジア大 陸 部 の高 文 化 諸 族 が あ り,こ れ に若 干 の 東 南 ア ジァ 島 喚部 や オ セ ア ニ アの

文 化 が加 わ って い る。

 この群 の 文 化 内容 は,次 の よ うな要 素 で 特 徴 づ け られ て い る。 つ ま り,婚 資,武 器

と して の 弓矢,腰 巻,高 床 家 屋,土 葬,0夫 多 妻 婚,く り船,奴 隷 制,皮 張 り太 鼓,

世 襲 的階 層 で あ って,こ れ につ づ くの は焼 畑 や掘棒 な ど の要 素 で あ る。
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因 子5 弱 群

 因子5の 弱 群 の 上位10文 化の 大 部 分 を 占 め る の は,台 湾 の 高砂 族 諸 文 化 で あ る。 つ

ま り,Saisiat, Rukai, Paiwan, Tsou, Bunun, Ami, Atayal,広 東 ・広 西Yao, She

で,こ の あ とに華 南諸 文 化,ミ ク ロネ シア諸 文 化,そ の他 が つづ く。 全 体 と して みれ

ば,弱 群 の 上位 を 占 めて い るの は,台 湾 諸 族 と華 南 諸 族(こ と にMiaoとYao)で

あ る。

 文 化 の 面 に お いて は,こ れ ら諸 族 は以 下 の 要 素 に よ って 特 徴 づ け られて い る。 つ ま

り,ニ ワ ト リ,焼 畑 耕 作,土 葬,方 形 家 屋,物 々交換,酒,婚 資,耳 朶 穿 孔,タ ロ イ

モ,雑 穀,サ ッマ イ モ で あ って,こ れ につ づ くの は,地 機,地 上 家 屋 な ど で あ る。 こ

の 群 は台 湾 と華 南の 雑 穀 栽 培 民 の 文化 複 合 を あ らわ して い る ら しい 。

 この よ うに して,因 子5は 東 南 ア ジア 島嘆 部 の マ レー系 亜 中核 諸 文 化(強 群)と,

台湾 ・華 南の 雑 穀 栽 培 民 諸 文 化(弱 群)と の対 照 を提 示 して い るの で あ る。

因子6 強群

 因 子6の 強群 は,地 域 的 に異 質 な諸 文化 の 集 合 で あ る。 つ ま り,Sema Naga, Lolo,

Thado-Kuki, Tasmanian, Lhota Naga, Tiwi, Namoluk, Walbiri, Pukapuka,

DaHaで,こ れ につ づ くの は, Wa, Katu,そ の 他 の 大 陸部 の 山地 民 諸 族,お よ び若 干

の オ セ ァ ニ ア の栽 培 民 諸 族 で あ る。 全 体 と して み れ ば,ア ッサ ム諸族,大 陸 部 の その

他 の穀 物 栽 培 民 諸 族 に,ミ ク ロネ シア,東 南 ア ジア 島填 部 の 諸 民 族 が加 わ って い る。

この よ うな 民族 的構 成 の 異 質 性 に もか か わ らず,こ の 群 は よ くま とま った文 化 内容 を

も って い る。 つ ま り,土 葬,父 方 ・夫 方居 住,ブ タ飼 育,婚 資,酒,物 々交 換,父 系

出 自,一 夫 多 妻 婚,武 器 と しで の 槍,ふ ん ど しで あ って,こ れ に つ づ くの は,世 襲 的

首 長 制,世 襲 的階 層,奴 隷 制 な ど であ る。 こ こで は,父 系 的 でか つ 階 層 分化 した社 会

が 問 題 に な って い る とい う印 象 を うけ る。

因子6 弱群

 これとは反対に,因 子6の 弱群を構成する諸族は,大 部分が中核島懊部亜群や,《 フ

ィ リ ピ ン ・ボ ル ネ オ 区 分 》 の 諸 族 で あ る 。 つ ま りTagalo9, Makassarese, Bugis,

Galela, Hanunoo, Javanese, Ivatan, Kilenge, Central Visayan, Ib瀟で あ っ て,

こ れ に つ づ くの は 東 南 ア ジ ァ 島 懊 部,メ ラ ネ シ ァ,ポ リネ シ ア 諸 文 化 の 異 質 な 混 成 で

あ る 。

 この 群 中 で 文 化 的 に 優 位 を 占 め る の は ジ 東 南 ア ジ ァ 島 填 部 の 双 系 的 栽 培 民 で あ っ て,
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そ の文 化 内容 を 要 約 す れ ば,方 形 家 屋,サ ツマ イモ,ヤ ム イ モ,ブ タ 飼 育,タ ロ イ モ,

焼畑 耕 作,切 妻 屋 根,掘 棒,高 床 家 屋,ニ ワ トリで あ る。 これ につ づ くの に,双 系 出

自,集 塊 村,水 稲,雑 穀 な ど で あ る。

 この よ うに して,因 子6は ア ッサ ム の父 系 的 ・階 層 制 諸 社会(強 群)と,東 南 ア ジ

ア 島喚 部 栽 培 民 の 双 系 的諸 社 会(弱 群)と の 間 の 対 照 を 示 して い る。

3.ま と め

 全体 として見れば,因 子分析は,主 要な諸グルーピングを示 し,か つい くつかの対

照的な対立をあ きらかにすることによって,ク ラスター分析の結果を確証 し,か つ補

足 している。クラスター分析の結果あらわれた諸 クラスターは,ほ ぼつぎのような因

子分析における諸群に対応する(表3参 照)。              、

 因子1(強 群)は,わ れわれのデ0タ 中では,一 番共有率の高い文化要素によって

特徴づけられており,東 南アジァの穀物栽培民の文化類型に対応するらしい。弱群は,

基本的にはそれらの要素をあまりもたない群である。

 因子2は,農 耕に関する因子であって,水 稲栽培を根栽類栽培に対立させている。

 因子3は,オ セアニア栽培民群中の文化複雑度についての因子であって,ミ クロネ

シア群 とパプァ群が対照をなしている。

 因子4は,東 南アジァ諸族における文化複雑度ないし文化洗練度の因子であって,

華南の亜中核諸文化を東南アジァ島懊部の狩猟=栽 培民諸文化に対立させている。

 因子5は,東 南アジア島喚部内部の文化層の因子と規定で きる。台湾の雑穀栽培民

文化という古層文化と,マ レー型の新層の亜中核文化との対照があらわれている。

 因子6は,親 族構造にもとついていて,一 方においてアッサムの父系的諸民族社会

と,他 方における島喚部の双系的諸社会との間の区別をあきらかに している。
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表1東 南 アジア ・オセアニア諸文化の因子分析(因 子1～3)

    因 子1    強 群      '         弱 群

1位 07113Lio         .5785  13201 Murngin       .232920位

     08305Bunun         .5778   09102 Nauru         .2318

     08306Tsou          .5752   05203 Siamese        .2298
     08308Saisiat            .5744    06505 Penan            .2283

     08102Subanun           .5561    04104 Pai           ・  .2276

     08303Paiwan         .5538   09101 Gilbert         .2244

     06602Eastern Toradja     .5508   11501 Tikopia         .2193     06504D
usun         .5500   05117 Cham          .2113

     08307Rukai         .5499   06404 Tenggerese       .2070
10位 071 1・2Endeh        .5441  10204 Tuamotu      .2024

     12309Buna        .5437  02101 Andamanese     .1940 10位     06102S
enoi        .5428  12212 Mimika       .1824

     06305Nias '        .5357   13301 Tasmanian       .1712

     05108Mnong Gar     .5350  13102 Ungarinjin      .1589     03116R
engma Naga     .5339   10104 Uvea          .1510

     04107Tulung         .5307   13205 Groote Eylandt     .1036     05104
 Black Tai      .5261  13103 Walbiri       .0628

     03204Kachin         .5243   13202 Tiwi          .0411

     08101Hanunoo      .5222  06202 Moken      -.0107

20位 03117Lakher       .5219  09304 Tobi       -.0219 1位

    因子2    強 群                弱 群

1位10105EUice       .4783  04101 Nashi  '   一308320位

     10106Tokelau         .4697   05116 Jarai         -,3102     11304S
anta Cruz         .4647    06308 Acheh            -.3107

     11501Tikopia       .4624  05107 Muong      -.3135     1010
3Futuna            .4619    03210 Palaung          -.3164

     12106Rossel Islanders    .4576'  04106 Jinuo         -.3195     10101S
amoa       .4525  06603 Minahasa     一3273

     09101Gilbert       .4413  04113貴 州Miao     -.3312     11202U
awa         .4395   05114 Cambodian     -.3351

10位 10210Mangareva    ・ .4347  04102 Lisu       -.3371

     10207Marquesas     ・4250  03209 Mon       -.337110位     112050
wa Raha       。4219   05202 Laos Thai Yao    -.3386

     10201Hawaii        .4207   03205 Akha        -;3419

     12107Kiwai         .4170   03206 Lahu         -.3435

     09401Kapingamarangi   .4128   04109 Achang       -.3531
     09208Namoluk        .4111   05104 Black Tai     . 一.3594

     10204Tuamotu 幽      .4093   07104 Balinese       -.3662

     09207Ulithi         .4085   06601 Southern Tora(lja  -.3682     1
1301New Caledonia     .4056   03201 Burmese      、一.3965

20位 11504Anuta        .4031  05105 White Tai     L.4035 1位

    因子3    強 群'               弱 群

1位09203Woleai      ・4926  12304 Abelam     一239520位

     09206Satawal         .4746    12101 Enga          -.2432     09208
Namoluk       .4358   12202 Ki血am       -.2438

     09209 1faluk              .4179     12103 Siane             -.2561
     09201Truk          .4138   11206 Kwaib        -.2695

     09101Gilbert         .4133   12309 Buna   '     一.2741

     e9207 Ulithi         .3908   12203 Keraki .     一.2761

     10202Society         .3710   123081atmul        -.2834

     10212Tongareva      .3574  12306 Watut      -.2903
10位09103 Majuro      ・3517  12201 Kapauku     -.2916

     10207Marquesas・     .3432  12209 Dani       -.295910位     10211R
akahanga       .3420   122161wam         -.3021

     10204Tuam⊃tu      ・.3244  11302 Malekula'    一.3159

     10106Tokelau         .3221   12217 Nimo         一3227

     10105Ellice         .3155   12210 Asmat        一3248

     115020ntong-Java   ・  .3139   '12301 Kwoma        一3430     09401K
apingamarangi    .3062   12102 Purari        -.3515

     06607Makassarese     .3039  12215 Seltaman     _3730

     10213Pukapuka       .2920   12214 Baktaman      一3838
20位 06606Bugis        .2876  12307 Faiwolmin    ・_4519 1位
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           表t -z 東 南 ア ジ ァ ・オセ ア ニ ア諸文 化 の 因 子 分析(因 子4～6)

    因 子4    強 群                弱 群

1位04104Pai       .3138  08202 Kalinga     rl92820位
     11207Lau            .2924   08303 Paiwan         -.1933

     04113貴 州Miao      .2856 ..0521G Nya Hon      -.2009     
04103Lo】o          .2787   08307 Rukai        一2022

     11204Choiseul            .2719     01101 Tanala            -.2028

     06104Negri Sembilan Malay .2641  10204 Tuamotu      -.2090     0
4116She          .2631   08101 Hanunoo      一2142       、

     04109Achang       .2628  07202 Wemale     -.2146

     04115広 東 ・広 西Yao    .2604  03117 Lakher      -.2324
10位 04118Puyi        .2552  03109 Dafla       -.235510位

     04120Tai            .2501   08109 Bagobo         -.2381             、     
05201Laos Thai Miao   .2386  08302 Atayal      -.2527

     123081atmu1       .2302  06306 Mentawcian    -,2748

     04114四 川Miao      .2256  06608 Banggai      -.2754

     06402Sundanese        .2244・   06509 Land Dayak     -.2784
     07104Balinese           .2227    06505 Penan           -.2805

     11405Viti Levu       .2219   06502 Kayan        -.3027     
12209Dani          .2180   06602 Eastern Tora(ija   -.3226

     05106Vietnamese      .2117   06101 Semang       -.3235
20位10102Tonga      .2095  065011ban or Sea Dayak -.4162 1位

    因 子5    強 群                弱 群

1位06308Acheh      .3140  04105 Nu       e.182220位
     06605Gorontalo       .3072   08304 Yami        -.1827

     07115Manggarai     .2941  04114四 川Miao     -.1912     061031>f
alay            .2623    08309 Puyuma          -.1918

     06310Redjang        .2603   03116 Rengma Naga    -,2029     06305Ni
as        .2558  09203 Woleai      -.2059

     07206Aru           .2305   04106 Jinuo         一2092     
06303Minangkabau    .2259  09207 Ulithi       -.2114

     123081atmul        .2254   03206 Lahu        -.2130

10位 05117Cham        .2241  05202 Laos Thai Yao   -.234310位
     05114Cambodian         .2186    04・l l 6 She             -.2405

     05203Sia・hese       .2130  -04115広 東 ・広 西Ya・  一.2463     01105M
ahafaly      .2047  08302 Ataya1      -.2473

     06505Penan         .2015   08301 Ami        -.2546
     07205Babar            .1989    08305 Bunun          -.2812

     063090rang-Abung      .1936   08306 Tsou          -.2902     06
508Kelabit        .1915. 08303 Paiwan        一3246

     06603Minahasa      ,1868  08202 Kalinga    ' 一.3374

     05116Jarai          .1843   08307 Rukai        -.3778
20位 03209Mon        .1829  08308 Saisiat      -.3943 1位

     因子6    強 群                ・弱 群               .

1位03107Sema Naga     .2748  12214 Baktaman    -.153020位

     04103Lolo               .2705     11405 Viti Levu          -.1562

     03119Thado-Kuki      .2569   06102 Seno量        一.1597

      13301Tasmanian       .2394   082011fugao        -.1599     0311
5Lhota Nag�       .2196   11210 Baegu         -.1612

      13202Tiwi           .2155   07104 Balinese        -.1640

     09208Namoluk  '    .2117  12501 Mabuiag     -.1749

      13103Walbiri       .2094  08206 Tinggian     -.1784

      10213 Pukapuka            .2092     06402 Sundanese          -.1844
10位 03109Dafla        .2080  03207 Karen       -.189810位

     03211Wa        .2072  065011ban or Sea Dayak 一2033     05110K
a.tu            .2042   08209 Central Visayan    -.2188

      11502 0ntong Java          .1950     11107 Kilenge            -.2198

     07115Manggaral      .1910  082071vatan       -.2683

     03114Konyak Naga     .1901   06401 Javanese       -.2827     
09203Woleai       .1870  08101 Hanunoo 、   一2876

     04114四 川Miao      .1857  07301 Galela       -.3033     03203
Chin             .1853    06606 Bugis           -.3623

      10211Rakahanga     .1813  06607 Makassarese    -.3635
20位 03113Apa Tani      .1810  08208 Tagalo9      一3741 1位
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表2 各因子に特徴的な文化要素(頻 度の最大は50)

因子1

        強 群

講 文腰 素  頻震

1321ブ タ飼育           47

1320 ニワ トリ飼育         47

1312焼 畑耕作            46

3204  婚資                         4・3

4101単 純土葬            43

1309 雑穀栽培            41

1501物k交 換           41

1407酒              39

1307 オカボ栽培            39

2109方 形 プラ ン          39

2815武 器 と しての槍        39

1301タ ロイモ栽培         38

2402耳 朶穿孔            38

2316金 属製飾 り輪         37

1104 狩猟用槍            36

2308腰 巻             36

1313掘 棒             35

3206一 夫多妻制          35

1403 キンマ噛み          35

1103狩 猟用弓矢           35

        弱 群

講 文腰素   搬
2109方 形プラ ン          24

1202や す             24

4101単 純土葬           24

2805 こん棒           24

2815武 器と しての槍        23

1409地 炉石焼 き          23

1206単 式釣 りば り         23

3204婚 資            23

1703 シングルアウ トリガー ・カヌー 23

3206 一夫多妻制           22

1301タ ロイモ栽培         21

2103切 妻屋根           21

2108平 土間家屋          20

2410 刺青             20

1313掘 棒            20

1321ブ タ飼育           19

2213脚 な し木鉢          18

1205笙              18

1213松 明漁            18

1709帆              18

3310父 方(夫 方)居 住       18

2111炊 事舎            18

1501物 々交換            18
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因子2

        強 群

講 文イ腰 素  巌

1301 タロイモ栽培          45

1409地 炉石焼 き          43

2109方 形プ ラン          43

1202 やす             41

1321ブ タ飼育           39

2108平 土間家屋          39

1305パ ンノキ栽培         38

2103切 妻屋根           37

4101単 純土葬           37

1313 掘棒             37

2805こ ん棒           37

1306料 理バナナ栽培        36

2815武 器 としての槍        36

1703 シングルアウ トリガー ・カ ヌー 36

2315貝 製飾 り輪          35

1206単 式釣 りば り         35

2213脚 な し木鉢          32

1304 サツマイモ栽培        32

1709帆              32

2410 刺青             31

1303 ヤムイモ栽培         31

5210ホ ラ貝          31

        弱 群

講 文化要素  巌

1320 ニ ワ トリ飼育          45

1310水 稲栽培           45

2507木 綿             45

2316金 属製飾 り輪         45

1407 酒              45

2605竹 製か ご           45

4101単 純土葬           45

1323牛 飼育            45

1321ブ タ飼育           45

3204  婚資                        45

1309 雑穀栽培            40

1315 くわ              40

1322水 牛飼育           40

4203 職 業的祭司          39

1312 焼畑耕作            38

2303 ターバ ン            38

2806 刀剣             38

2109方 形 プラン          37

2302結 髪             37

1307 オカボ栽培          37

4209 牛類供犠           37

2107 代 上(高 床)家 屋       37
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因子3

        強 群

講 文化要素  搬

2103 切妻屋根            41

2109方 形プ ラン          40

4101単 純土葬           39

1206単 式釣 りば り         37

2108 平土間家屋           37

2111炊 事舎             37

1703 シングルア ウ トリガー ・カヌー 37

2308腰 巻             36

1320 ニワ トリ飼育         36

1202  や3「                        35

1301タ ロイモ栽培         35

1701帆             35

2805 こん棒            34

1321 ブタ飼育            32

1409地 炉石焼           32

2213脚 な し木鉢          31

2410 刺 青             31

2815武 器 と しての槍        30

1213 松明漁            29

3502身 分階層           29

3503世 襲的統率者    L    29

1304 サツマ イモ栽培        29
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        弱 群

講 文化螺   澱
1301タ ロイモ栽培         40

3306 父系出自           39

3310 父方(夫 方)居 住       39

1313 掘棒             38

3204 婚資              38

1321 ブタ飼育           37

3206 一夫多妻制           36

2815武 器 と しての槍        36

1501物 々交換          34

1303 ヤムイモ栽培         34

1312焼 畑耕作           34

1103狩 猟用弓矢         34

4101 単糸屯土葬                   33

2107代 上(高 床)家 屋       32

2109方 形プ ラン          32

1306料 理バ ナナ栽培        32

2215 男の家(男 子集会所)     32

2803 弓              31

2204石 斧             31

2402 耳朶穿孔           31



東南ア ジア ・オセアニアにおけ る諸民族文化の データベ ースの作成 と分 析

因子4

        強 群

講 文化螺   搬
3204 婚資             41

1321ブ タ飼育           36

3310 父方(夫 方)居 住       36

3206 一夫多妻制           34

1323牛 飼育            32

4101単 純土葬           32

3306父 系 出自          31

1312焼 畑耕作            31

2109方 形 プラン          30

1304 サ ツマイモ栽培        30

1320 ニ ワ トリ飼育         30

1501物 々交換          29

1310水 稲栽培           29

4203 職業的祭司           26

1301タ ロイモ栽培         26

1309雑 穀栽培           25

1303 ヤムイモ栽培         25

1403 キ ンマ噛み          24

1407酒              23

2108平 土間家屋          23

        弱 群

霧 文腰 素  搬
2815武 器としての槍        41

1320 ニワトリ飼育         40

2308 腰巻              38

1104 狩猟用槍           38

1321 ブタ飼育           37

1107 はねわな           37

1312焼 畑耕作           37

1212魚 毒             37

2309 ふんどし           36

4101単 純土i葬           36

1313掘 棒             36

2402耳 朶穿孔           36

2109方 形プラン          36

2103切 妻屋根           35

1108 くくりわな          34

1309 雑穀栽培           33

2316金 属製飾り輪         33

1407酒              32

2806 刀剣            30

1205笙             30

2315 貝製飾り輪           30

2302 結髪             30
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因子5

        強 群

講 文化要素  搬

3204 婚資              40

2815武 器 と しての槍        40

2308 腰巻              36

2107代 上(高 床)家 屋       36

4101単 純土葬           34

3206 一夫 多妻制          33

1702 くり船(ア ウ トリガーな し)  32

3509 奴隷 制             32

5203皮 張 り太鼓          32

3502身 分階層           32

1404 キンマ噛み          31

1320 ニワ トリ飼育         30

2109方 形プ ラン         30

2316 金属製飾 り輪         28

2103 切妻屋根            28

2607土 器製造           28

1205笙              27

1312焼 畑耕作           27

2810楯             27

1313 掘棒             27
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        弱 群

講 文腰 素  巌
1321ブ タ飼育           50

1320 ニ ワ トリ飼育          44

1312焼 畑耕作            40

4101単 純土葬           38

2109方 形プラ ン          38

1501物 々交換           37

1407 酒               37

3204  婚資                         36

2402耳 朶穿孔           34

1301タ ロイモ栽培         34

1309雑 穀栽培           34

1304 サツマイモ毅培        34

2502単 綜続織機          33

2103切 妻屋根           33

1315 くわ    .      33

2605竹 製か ご           32

2308 腰巻              31

2108平 土間家屋           31

1323牛 飼育            31

1313 掘棒             29



東南ア ジァ ・オセアニ アにおける諸民族文化のデー タベースの作成 と分析

因子6

        強 群

雛 文腰 素  殿
4101 単純土葬            41

3310 父方(夫 方)居 住       39

1321 ブタ飼育           38

3204 婚資             37

1407酒              36

1320 ニ ワ トリ飼育         33

1501物 々交換          32

3306 父系出自           32

3206 一夫多妻制          31

2815 武器 と しての槍        30

2309 ふん どし           30

2308腰 巻             29

3503世 襲的統率者         29

1309 雑穀栽培           29

3502身 分階層           28

2103 切妻屋根            28

2509 奴隷制            26

2502 単綜続織機           26

2402 耳朶穿孔           26

2109方 形プラ ン          26

2302  結髪i                        26

2806 刀剣             26

        弱 群

講 文化螺   巌
2109方 形 プラ ン          43

1304 サツマイモ栽培        42

1303 ヤムイモ栽培         40

1321 ブタ飼育           40

1301タ ロイモ栽培         39

1312 焼畑耕作            38

2103 切妻屋根            36

1313 掘棒             35

2107代 上(高 床)家 屋       35

1320 ニワ トリ飼育         35

1404 キ ンマ噛み           34

4101単 純土葬            33

2308腰 巻             31

3204 婚資              30

2402耳 朶穿孔           29

3309双 系出自          29

1306 料理 バナナ栽培         28

1202や す            27

1407酒              26

3403 集塊村             25

1310 水稲栽培           25

2815武 器 と しての槍        25

1316 たて杵 とたて臼        25

1309雑 穀栽培           25
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表3 クラスター分析 と因子分析の比較

  クラスター分析          因子分析

東南アジア穀物栽培民群        因子1強 群

メラネシア=オ ーストラリア群     因子1弱 群

ミクロネシア=ポ リネシア群     因子2強群

東南アジア高文化群          因子2弱 群
ミクロネシア亜群          因子3強群

パプア区分              因子3弱群

華南区分              因子4強 群

フィリピン=ボ ルネオ区分      因子4弱 群

(島喚部)亜 中核区分        因子5強 群

台湾亜群                因子5弱群

ナガ=モ ンタニャール=小 スンダ区分  因子6強 群

フィリピン=ボ ルネオ区分      因子6弱 群
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